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昨
年
晩
霜
被
害
に
よ
り
減
産
と

な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
安
定

生
産
を
目
的
に
、
活
力
あ
る
中
山

間
地
域
基
盤
施
設
整
備
事
業
を
導

入
し
、
晩
霜
被
害
対
策
を
図
り
ま

す
。
生
産
量
に
つ
い
て
は
１　

０

０
０
ｔ
を
見
込
ん
で
お
り
、
梅
振

興
会
を
中
心
に
栽
培
管
理
の
徹
底
、

自
家
漬
け
込
み
農
家
の
育
成
な
ど
、

梅
農
家
と
し
て
自
立
を
促
し
生
産

意
欲
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
地
域
の
農
業
構
造
が
変
化

す
る
中
で
、
や
る
気
の
あ
る
担
い

手
農
家
育
成
の
た
め
、
来
年
度
よ

り
経
営
構
造
対
策
事
業
を
導
入
す

る
予
定
で
、
本
年
度
は
そ
の
基
盤

の
計
画
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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日
本
一
の
生
産
素
牛
の
産
地
と

し
て
市
場
価
格
も
高
値
で
推
移
し

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
昨
年
９

月
発
生
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
及
び
景
気
低
迷

の
影
響
に
よ
り
、
牛
肉
の
消
費
が

激
減
す
る
な
ど
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
各
種
町
単
独
、
国

県
補
助
事
業
を
導
入
、
推
進
し
優

良
家
畜
の
保
留
、
生
産
奨
励
に
強

力
に
取
り
組
み
、
経
営
の
安
定
に

努
め
ま
す
。
ま
た
家
畜
排
せ
つ
物

の
管
理
の
適
正
化
及
び
利
用
の
促

進
に
関
す
る
法
律
等
の
関
係
に
お

き
ま
し
て
は
、「
町
畜
産
環
境
整

備
事
業
」、「
畜
産
環
境
整
備
リ
ー

ス
事
業
」
等
、
国
県
補
助
事
業
に

よ
る
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。
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中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、　
４２

集
落
、
１　

２
４
０
戸
、
４　

５

０
９　

２
４
０
�
が
対
象
と
な
り

４　

５
７
４
万
７
千
円
の
交
付
金

が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

急
傾
斜
地　

・
８
�
、
緩
傾
斜
地

１６

　

�
を
対
象
に
、
耕
作
放
棄
に
よ

６．５る
農
地
の
荒
廃
等
の
防
止
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
町
単
独
事
業
で
は
、
長
年

助
成
を
続
け
ま
し
た
「
春
か
ぼ

ち
ゃ
の
苗
補
助
」、「
転
作
奨
励
作

物
セ
レ
ベ
ス
補
助
」
に
つ
い
て
、

あ
る
程
度
の
定
着
化
が
図
れ
た
と

し
て
廃
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
本
年
度
よ
り
町
が
指
定
す

る
重
点
作
物
（
か
ぼ
ち
ゃ
、
イ
チ

ゴ
、
ト
マ
ト
、
サ
ト
イ
モ
）
等
の
、

土
づ
く
り
及
び
路
地
野
菜
用
ト
ン

ネ
ル
資
材
に
つ
い
て
、
新
た
な
助

成
事
業
を
創
設
し
農
家
の
経
営
安

定
の
た
め
推
進
を
図
り
ま
す
が
、

今
後
の
町
単
独
事
業
つ
い
て
は
概

ね
３
年
間
で
定
着
で
き
る
よ
う
努

め
ま
す
。

　

農
業
農
村
整
備
事
業
に
お
い
て

は
、
県
営
事
業
の
継
続
事
業
で
あ

り
ま
す
農
道
整
備
（
農
免
農
道
小

永
田
地
区
・
永
野
西
部
Ⅰ
期
地
区
、

ふ
る
さ
と
農
道
白
金
大
迫
地
区
、

広
域
農
道
狩
宿
地
区
）
と
新
た
に

過
疎
基
幹
農
道
中
津
川
南
地
区
の

整
備
を
予
定
。
ま
た
団
体
営
事
業

の
県
単
独
農
業
農
村
整
備
事
業
で

狩
宿
地
区
（
継
続
）、
第
２
羽
有

地
区
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
総
合
整
備
に
お
い

て
は
、
村
づ
く
り
推
進
委
員
の
ご

協
力
の
も
と
基
本
計
画
が
で
き
ま

し
た
の
で
、
国
県
と
の
協
議
を
進

め
、
平
成　

年
度
よ
り
事
業
実
施

１５

の
予
定
で
す
。
今
後
は
住
民
の
参

画
が
必
要
で
す
の
で
、
集
落
点
検

等
を
実
施
し
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
に
も
努
め
ま
す
。
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「
林
業
基
本
法
」
が
「
森
林
・

林
業
基
本
法
」
に
改
正
さ
れ
、
水

土
保
全
林
、
森
林
と
人
と
の
共
生

林
、
資
源
の
循
環
利
用
林
の
３
つ

に
区
分
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
で
は
、

水
土
保
全
林
と
観
音
滝
公
園
周
辺

を
森
林
と
人
と
の
共
生
林
に
区
分

し
ま
し
た
。
改
正
に
伴
い
施
業
計

画
書
の
作
成
、
造
林
事
業
は
薩
摩

東
部
森
林
組
合
が
事
業
主
体
と
な

り
、
今
ま
で
の
水
土
保
全
事
業
及

び
森
林
総
合
整
備
事
業
を
森
林
環

境
保
全
整
備
事
業
と
し
て　

�
の

８５

民
有
林
の
間
伐
を
実
施
し
、
林
業

生
産
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
林
道

事
業
は
、
新
規
に
弓
之
尾
地
区
に

大
迫
線
を
３
年
間
で
開
設
し
、
関

係
地
域
の
下
刈
り
、
除
間
伐
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
治
山
砂
防
事
業

に
つ
い
て
は
２
ヶ
所
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
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景
気
の
後
退
な
ど
で
商
工
会
を

取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
状
況
に

あ
る
中
、
商
工
会
運
営
費
の
支
援

を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
新
し
く

中
小
企
業
が
健
全
に
発
展
し
て
い

く
た
め
の
経
営
戦
略
研
修
、
小
売

業
者
の
魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り
等

の
研
修
の
た
め
、
人
吉
市
の
中
小

企
業
大
学
校
へ
の
研
修
費
用
の
予

算
計
上
を
い
た
し
ま
し
た
。
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本
町
の
教
育
振
興
政
策
は
、
第

四
次
の
総
合
振
興
計
画
及
び
町
教

育
行
政
の
重
点
施
策
に
基
づ
き
実

施
し
ま
す
。「
薩
摩
の
未
来
を
拓

く
教
育
を
推
進
す
る
」
た
め
、
学

校
教
育
は
、
完
全
学
校
週
５
日
制

の
ね
ら
い
で
あ
る
「
ゆ
と
り
」
の

中
で
「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め

の
施
設
設
備
を
は
じ
め
と
す
る
教

育
条
件
の
整
備
、
外
国
語
指
導
助

手
の
活
用
を
中
心
と
し
た
国
際
理

解
教
育
の
推
進
、
更
に
本
年
度
か

ら
完
全
実
施
さ
れ
る
新
教
育
課
程

に
基
づ
く
教
育
の
推
進
、
小
・
中

学
校
で
新
し
く
始
ま
る
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
の
充
実
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
完
全

学
校
週
５
日
制
の
実
施
に
伴
う
家

庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
教
育
力

向
上
の
支
援
も
、
鋭
意
努
力
い
た

し
ま
す
。
教
育
条
件
整
備
の
主
な

も
の
は
、
児
童
・
生
徒
の
緊
急
防

，

，

，
，

，


